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様式２ 
 

全学共通教育についての自己点検・評価報告書（教育部会用） 
 
教育部会名：「図形科学」教育部会 

部会長名：小高直樹 
作成者名：小高直樹 
 

概要（2000 字） 
１ 組織・運営  
 
 平成１７年における大学教育研究推進機構の発足と同時に，工学部，発達科学部に所属す

る教員によって図形科学教育部会が組織され，平成１８年度より全学共通授業科目における

図形科学関連の専門基礎科目，および「数理と情報」に位置づけられる教養原論科目の授業

の実施にあたっている。平成２０年度現在の図形科学教育部会の構成員は，工学部教員およ

び発達科学部教員を合わせて，合計８名である。  
図形科学教育部会が開講する全学共通科目は，「図学」・「図学演習」（専門基礎科目）およ

び「カタチの文化学」・「カタチの科学」（教養原論科目）の４科目である。このうち，専門

基礎科目である「図学」および「図学演習」については，授業の目的等に即し，履修学生の

適正規模を維持する観点から，前後期とも各４コマの計８コマを開講している。  
 

図学      工学部教員３名，発達科学部教員１名で４コマ担当  
図学演習    工学部教員３名，発達科学部教員１名で４コマ担当  
カタチの科学  発達科学部教員１名で１コマ担当  
カタチの文化学 発達科学部教員１名で１コマ担当  
 

図形科学教育部会の運営については，定期・不定期に開催される教育部会会議において主

に以下のような項目について議論，決定される。また，軽微な事項に関しては，必要に応じ

てメール等による連絡で情報伝達や合意形成を行っている。なお，講義室，演習室などの整

備（機材の補修点検，掃除，移転など）については，担当教員全員と事務補佐員および TA
（ティーチングアシスタント）の協力により行っている。  

 
クラス編成，授業担当者の確定，時間割策定  
各種ガイダンス要項の作成と確認  
講義・演習のシラバスおよび進め方の確認  
授業評価に関する問題整理と意見交換  
授業改善に関する問題整理と意見交換（ＴＡの活用を含む）  
成績評価と（必要に応じて）調整  
評価・ＦＤ専門委員会等に関連する各種検討事項  

 
２ カリキュラム 
 

現在，図形科学教育部会として開講している科目は，専門基礎科目としての「図学」およ

び「図学演習」，また，平成 18 年度から新たに設けられた教養原論科目としての「カタチの

文化学」および「カタチの科学」である。  
 

【図学】および【図学演習】（専門基礎科目）  
十分な表現力のある技術的言語としての図法を通じて立体を平面上に表現し，また表現さ

れた図から立体を再構成するには，空間的・立体的な構成力と論理的・合理的な思考力が必



部会報告(小高) p.2 

 2 

要である。このような諸能力は，形態や空間を扱う諸科学，さらには造形芸術なども含めた

幅広い分野において必要不可欠な能力であり，図学および同演習の授業は，このような諸能

力を涵養すべく展開されている。  
図学（１年次前期，工学部建築学科９０名，工学部市民工学科６０名，及び工学部電気電

子工学科９０名），並びに，図学演習（１年次後期，工学部建築学科９０名，工学部市民工

学科６０名）は工学部の学生を対象に開講されており，各学科の定員規模が大きいため，開

講コマ数は，前後期とも各４コマの計８コマとなっている。  
平成２０年度の履修者数は，図学１９４名，図学演習が１１３名の計３０７名である。 ま

た，１コマあたりの履修登録者数は２０～６０名である。学生による授業評価アンケートに

よると，話し方／板書・ＯＨＰ／教科書・資料／理解度・満足度の各項目に対する評価は平

均的なレベルである。  
 

【カタチの文化学】および【カタチの科学】（教養原論科目）  
教養原論として開講している「カタチの文化学」では，日常生活の大部分がカタチを区別

したり選択することで営まれていること，カタチの認識が脳の認識によってなされることか

ら，カタチの認知における視覚の法則についてさまざまな芸術作品を通して講述している。

また，「カタチの科学」ではカタチと視覚との関係を知覚や色彩，空間（奥行き，動き）と

いった概念から理解し，これらが人間行動に与える影響を講述している。  
これら 2 つの原論は開講以来，一貫して履修希望者が多く，前期「カタチの文化学」の履

修登録者数が１９６名，後期の「カタチの科学」の履修登録者数が１９２名となっている。

授業運営の改善や評価方法の厳格化等によって履修者数の減少が見られたが，依然として絶

対数が多く，今後さらなる改善が必要である。  
 
３ 活動の状況，課題と展望 
 
 成績評価については，教育部会会議において，試験や演習課題，レポート，出席状況などを考慮

して総合的に判断している。また，評価に際してクラス間で不平等が生じないよう，必要に応じて担当

教員間で調整を行っている。 
 

授業評価については，担当教員単位で個別に学生の意見や要望を吸い上げて対応するとともに，

そういった学生たちの声を教育部会会議において共有し，その善後策について意見交換や検討を行

っている。なお，学生アンケートとは別に，学生の理解度や反応を教員間で共有し，授業改善に効果

的に結び付けていく具体的なシステム方法について検討する予定であったが，Ｃ棟改修に伴う対応と

混乱等で十分な検討ができなかった。２１年度は部会会議において取り上げて検討したい。 
 
学生の学習を効果的・効率的に支援するための多様なツールの利用について，その可能性を今

後も追求していきたい。コンピュータの活用に関しては，本年度はＣ棟改修に伴う暫定的，制限的な

教室利用を余儀なくされるなか，一部の授業において２次元ＣＡＤによる作図過程を提示しながら授

業を実施するなどの試みもあった。授業の目的に照らしてどのような形での利用が可能かつ有効なの

か，今後も継続的に検討を進めていきたい。Web を利用した授業評価アンケートの回答率は依然とし

て低い。その改善のための方策について，引き続き部会内で検討したいが，前述したような，実効性

のある部会独自の方法を検討することも考えたい。 

 

本年度は，C 棟改修工事に伴って，暫定的に一般教室の利用を余儀なくされた。その結果，授業

のたびに必要な道具類を受講学生に搬出入させたことで道具が数多く破損したほか，移転に伴って

授業に必要な物品等の紛失も見られた。来年度の授業開始に向けて，現在その対応に追われてい

る。来年度も引き続き，一部一般教室を利用することになっており，物品類の管理には十分な注意を

払いたい。 
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様式２（続き） 
 
項目・観点ごとの記述 
 
基準５ 教育内容及び方法 
５－１－②： 授業の内容が，全体として教育課程の編成の趣旨に沿ったものになってい 

るか。 
（観点に係る状況）教育部会（教科集団）でカリキュラムと授業内容について検討を進め，

平成１８年度より２科目（カタチの文化学，カタチの科学）を新たに追加し，教育課程の

編成の趣旨に沿った教育を行っている。 
根拠資料 
・ 学則 
・ シラバス（全学共通科目授業概要集・履修の手引き２００８） 

 
５－１－③： 授業の内容が，全体として教育の目的を達成するための基礎となる研究の 

成果を反映したものとなっているか。 
（観点に係る状況）教育部会で毎年シラバスの点検を進めており，できるだけ新刊を参考

書としてあげるとともに，配布資料やトピックスを毎年更新している。 
根拠資料 
・ シラバス 
・ 教科書・参考書・授業時の配布課題および諸資料 

 
５－１－⑤： 単位の実質化への配慮がなされているか。 
（観点に係る状況）授業中に課題や小テストをほぼ毎回実施し，翌週に解説を行っている。

また，翌週の授業のポイントを予告し，予習を促すとともに，授業時間外の宿題を課して

いる教員もいる。成績評価は，出席，課題，レポート，期末テストに基づき総合的かつ厳

正に実施している。 
 
根拠資料 
・ 授業中の課題用紙（図学１０課題程度，図学演習６課題） 
・ 授業計画（シラバス HP） 
・ 成績分布 

 
５－２－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態の組合せ・ 

バランスが適切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工 
夫がなされているか。（例えば，少人数授業，対話・討論型授業，フィール 
ド型授業，多様なメディアを高度に利用した授業，情報機器の活用，ＴＡの 
活用が考えられる。） 

（観点に係る状況）前期に図学（講義）を行い，理論的認識を獲得した上で，それを踏ま

えて後期に図学演習を実施し，実際に自らの手で作図が出来るように指導している。図学

講義でも小課題や演習課題を課して理論学習の助けとしている。この場合，学生は相互に

討論を行いながら，解を見出していく。演習ではより高度な作図ができるよう，教員と TA
が学生に対して個別指導を行っている。また前期の図学のみを履修する学生に対しては，

教育の目的を達成するために講義と演習を並行して行うなど，理論面と応用面のバランス

に留意して授業を展開している。 
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根拠資料 
・ 授業計画（シラバスＨＰ） 
・ 授業中の配布資料（課題説明），配布課題 
・ 学生授業評価 
・ 学生の制作した図面 

 
５－２－③： 自主学習への配慮，基礎学力不足の学生への配慮等が組織的に行われて 

いるか。 
（観点に係る状況） 
・図学では毎回，次週講義を予告し予習を促している。また，授業中の小課題では，授業

時間中に完成しない学生に対して，授業終了後あるいは昼休み時間等を使って指導してい

る。また，出来る限り準備室に TA を配置し，学生の質問に対応している。 
 
根拠資料 
・課題用紙 
・学生の制作提出物 

 
５－３－②： 成績評価基準に従って，成績評価，単位認定が適切に実施されているか。 
（観点に係る状況） 
・成績評価基準は授業概要集及び電子シラバスに明記されている。 
・クラス間で評価に不平等が生じないよう，必要に応じて適切な得点調整を行っている。 
・成績分布や合格率をみてもとくに問題はない。 
根拠資料 
・授業概要集 
・電子シラバス 
・成績評価分析結果（内部資料） 

 
基準６ 教育の成果 
６－１－③： 授業評価等，学生からの意見聴取の結果から判断して，教育の成果や効果 

が上がっているか。 
（観点に係る状況） 
・図形科学教育部会が受け持っている科目についての学生授業評価の結果を見ると，「総合

判断」について平均が 3.5 以上であり，「どちらかといえば満足」と言える水準である。 
根拠資料 
・授業評価結果概要（機構の HP で公開） 
・授業担当者の学生授業評価アンケートのフィードバックシート（全担当者が保管） 

 
基準７ 学生支援等 
７－１－②： 学習相談，助言（例えば，オフィスアワーの設定，電子メールの活用，担 

任制等が考えられる。）が適切に行われているか。 
（観点に係る状況） 
・電子シラバスに「オフィスアワーと研究室」の項目が設けられている。そこに，研究室

の所在だけでなく電話やメールアドレスも記入できるようにして学生の便宜を図っている。 
根拠資料 
・シラバス 

 


